








はじめに 

群馬県は人口約 180万,年間出生数,約 28,000 の規模の県であるが,新生児死亡率および周

産期の衛生統計からみると良い結果が得られていない。このことより県の衛生部および周

産期医療従事者が一体となり県内の周産期医療の改善に取組みつつある。その一つの具体

的な現われとして,新生児医療を中心とした県立小児医療センターの開設があり昭和 57 年

7 月を開院予定としている。また周産期の衛生統計の向上には,新生児・未熟児センターで

は解決し得ない妊娠・分娩管理の問題があり,群馬周産期医療問題懇話会(仮称)を設けた。 

ここでは群馬県の新生児医療の現況の一端および開設予定の県立小児医療センター新生児

・未熟児部門の位置づけおよびスムーズな設置・運営について,また high risk pregnancy

の取り扱いについて述べてみたい。 


